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ロ
ア
ル
ド
・
ホ
フ
マ
ン 

 

コ
ー
ネ
ル
大
学
教
授 

 

 

一
九
三
七
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ズ
ウ
ォ
ー
チ
ュ
フ
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
生
ま
れ
。 

ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
た
め
、
幼
少
時
に
父
を
殺
さ
れ
、
母
と
二
人
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
る
。 

戦
後
の
一
九
四
九
年
に
渡
米
。
一
九
六
五
年
よ
り
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
教
員
に
な
る
。
専
門
は
量
子
化
学
。
化
学
反
応
に
お

け
る
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
フ
マ
ン
則
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
八
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
福
井
謙
一
と
共
に
受
賞
。
化
学

者
で
あ
る
と
同
時
に
、
詩
人
・
劇
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。 

 

『
こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
』
は
、
自
身
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
経
験
を
元
に
し
て
書
か
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 
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こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の 

 
 
 

ロ
ア
ル
ド
・
ホ
フ
マ
ン
の
二
幕
物
劇 

 
こ
の
劇
の
中
心
人
物
は
八
十
一
歳
の
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
フ
リ
ー
ダ
・
プ
レ
ス
ナ
ー
と
息
子
の
エ
ミ
ー
ル
で
す
。
劇
は
、
フ
リ
ー
ダ
が
成
人
と
な
っ
た

エ
ミ
ー
ル
と
妻
、
十
代
の
孫
た
ち
と
共
に
暮
ら
す
一
九
九
二
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
フ
リ
ー
ダ
が

ナ
チ
か
ら
の
が
れ
て
、
当
時
五
歳
の
エ
ミ
ー
ル
と
隠
れ
住
ん
で
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
村
の
屋
根
裏
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。 

多
く
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
存
者
同
様
、
フ
リ
ー
ダ
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
（
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
も
）
に
自
分
が
乗
り
切
っ
た
、
ト
ラ
ウ
マ
に

な
る
よ
う
な
事
件
の
こ
と
に
つ
い
て
は
話
し
た
が
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い
た
場
所
で
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
計
画
と
さ
ま
ざ
ま
な

裏
切
り
行
為
の
せ
い
で
、
フ
リ
ー
ダ
は
、
自
分
た
ち
を
助
け
て
く
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
こ
と
を
語
る
と
同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
た
ち
の
こ
と
を
「
ひ

と
ご
ろ
し
」
と
呼
ぶ
の
で
す
。
成
人
し
た
エ
ミ
ー
ル
は
当
時
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
と
主
張
し
、
感
傷
的
な
係
わ
り
を
避
け
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
学
校
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
孫
娘
の
執
拗
な
質
問
と
、
自
分
た
ち
を
匿
っ
て
く
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
家
族
の
一

員
の
不
意
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ス
ナ
ー
家
の
壊
れ
や
す
い
平
和
は
覆
さ
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
ダ
と
エ
ミ
ー
ル
に
と
っ
て
辛
い
記
憶
の
洪
水
の
中
で
、

長
い
間
抑
え
て
き
た
傷
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
痛
み
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
―
屋
根
裏
部
屋
の
中
で
の
愛
、
屋
根
裏
部
屋
で
母
と
息
子
が
や
っ

て
い
た
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
優
し
い
思
い
出
も
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
つ
い
に
ふ
た
り
は
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
疑
問
が
残
り
ま
す
。
一
九
四
三
年

も
今
も
、
憎
し
み
と
、
互
い
を
悪
魔
扱
い
す
る
心
の
作
用
を
ど
う
や
っ
て
切
り
抜
け
れ
ば
い
い
の
か
。 

 

『
こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
』
は
、
一
九
九
二
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
、
一
九
四
三
―
一
九
四
四
年
の
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
村
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
が
交

差
す
る
中
で
の
生
存
と
記
憶
の
物
語
で
す
。
三
十
八
の
短
い
シ
ー
ン
の
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
複
雑
な
関
係
の
物
語
が
、
思
い
出
し
許

す
た
め
の
苦
闘
の
物
語
が
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
自
伝
的
な
要
素
を
含
む
こ
の
戯
曲
で
演
じ
ら
れ
る
台
詞
は
詩
的
（
特
に
戦
時
中
の
シ
ー
ン
！
）

で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
ひ
ら
め
き
や
パ
ロ
デ
ィ
ー
さ
え
も
有
し
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
主
題
は
、
大
い
な
る
喪
失
と
い
か
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
人
を
許
す
こ
と
へ
の
道
筋
に
お
け
る
、
記
憶
と
忘
却
の
大
切
さ
、
そ
し
て
悲
惨
な
時
代
に
、
人
間
が
善
と
悪
と
の
間
で
選
ば
ね
ば

な
ら
な
い
選
択
が
、
そ
こ
に
は
常
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
な
の
で
す
。 
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「
こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
」 

登
場
人
物
（
キ
ャ
ス
ト
） 

 
一
九
九
二
年
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア 

 

フ
リ
ー
ダ
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

八
十
一
歳 

エ
ミ
ー
ル
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

五
十
五
歳
、
内
科
医
、
フ
リ
ー
ダ
の
息
子
。
家
族
と
共
に
フ
リ
ー
ダ
と
同
居
し
て
い
る
。 

テ
イ
マ
ー
・
メ
イ
ブ
ラ
ム 

 

四
十
九
歳
、
心
理
学
者
、
エ
ミ
ー
ル
の
妻
。 

ヘ
ザ
ー
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

十
七
歳
、
プ
レ
ス
ナ
ー
夫
妻
の
娘
。 

ダ
ニ
ー
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

十
三
歳
、
プ
レ
ス
ナ
ー
夫
妻
の
息
子
。 

ア
ー
ラ
・
オ
レ
ス
コ 

 
五
十
五
歳
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
訪
問
客
、
ミ
ロ
ス
ワ
フ
・
オ
レ
ス
コ
の
娘
。 

   

一
九
四
三
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
。
当
時
は
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
。
現
在
は
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
は
ス
ト
ロ
デ
ィ
の
町
か
ら

二
十
マ
イ
ル
の
小
村
で
あ
り
、
プ
レ
ス
ナ
ー
一
家
の
人
た
ち
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
に
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
。 

 

フ
リ
ー
ダ
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

三
十
二
歳
（
老
フ
リ
ー
ダ
役
の
女
優
が
演
じ
る
） 

エ
ミ
ー
ル
・
プ
レ
ス
ナ
ー 

 

六
歳
（
ダ
ニ
エ
ル
・
プ
レ
ス
ナ
ー
役
の
子
役
が
演
じ
る
） 

ミ
ロ
ス
ワ
フ
・
オ
レ
ス
コ 

 

四
十
八
歳
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
師
、
自
宅
で
プ
レ
ス
ナ
ー
一
家
と
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ブ
ラ
ン
デ
ス
（
ア
ー
ニ
ー
伯
父
さ
ん
、

フ
リ
ー
ダ
の
兄
）
を
匿
っ
て
い
る
。
オ
レ
ス
コ
は
台
詞
の
な
い
役
柄
。
ア
ー
ニ
ー
も
、
一
九
四
三
年
に
殺
さ
れ
た
フ
リ

ー
ダ
の
夫
の
ダ
ニ
エ
ル
も
、
劇
に
は
登
場
し
な
い
。 
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こ
の
劇
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
を
行
き
来
し
ま
す
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
シ
ー
ン
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
マ
ウ
ン
ト
・
エ
ア
リ
ー
付
近
の
小
さ
な
家
の
屋
内
で
す
。
大
半
の
演
技
は
、
大
き
な
台
所
、
そ
し
て
フ
リ
ー
ダ
の
部
屋
で
行
わ
れ
ま
す
。
グ

リ
ブ
ニ
ヴ
で
の
シ
ー
ン
は
屋
根
裏
の
ほ
の
か
な
灯
り
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
屋
根
裏
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
部
屋
は

ひ
と
つ
の
セ
ッ
ト
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
劇
の
終
盤
に
は
「
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
が
増
え
、
一
九
九
二
年
の
登
場
人
物
が
屋
根
裏

に
登
場
し
ま
す
。
最
後
に
二
つ
の
セ
ッ
ト
は
統
合
さ
れ
ま
す
。 

演
技
の
時
代
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
一
九
九
二
年
の
三
ヶ
月
間
、
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
で
の
一
九
四
三
年
の
一
年
余
り
に
わ
た
っ
た
時
間
で

す
。
一
九
四
三
年
の
時
間
的
順
序
は
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

   

 

劇
中
の
ス
ラ
ッ
シ
ュ
／
マ
ー
ク
は
、
独
白
が
次
の
台
詞
に
か
ぶ
る
部
分
に
つ
け
て
い
ま
す
。 
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第
一
幕 

 
シ
ー
ン
１ 

 

天
国
の
ど
こ
か
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
（n

i
e
b
o

）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
（n

e
b
o

）、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
（s

h
a
m
a
i
m

）、
英
語
（h

e
a
v
e
n

）
で
ス
テ

ー
ジ
上
の
サ
イ
ン
が
「
天
国
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
神
と
天
使
達
の
役
は
す
べ
て
劇
中
の
登
場
人
物
達
が
演
じ
る
。
神
の
外
見
は
グ
ル
ー
チ
ョ
・

マ
ル
ク
ス
の
よ
う
、
シ
ガ
ー
も
何
も
か
も
。
ま
た
は
メ
イ᳽

ウ
ェ
ス
ト
。
神
の
衣
は
、
天
使
た
ち
の
衣
よ
り
も
白
く
、
よ
り
糊
が
き
い
て
い
る
。

天
使
の
う
ち
の
何
人
か
は
か
な
り
疲
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
（
ラ
リ
っ
て
い
る
よ
う
に
）
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
天
使
達
は
プ
ラ

カ
ー
ド
（
ま
た
は
、
彼
ら
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
ガ
ウ
ン
の
背
中
に
印
字
）
を
身
に
着
け
て
い
る
。
真
実
、
平
和
、
正
義
、
愛
。
す
べ
て
、
で
き

る
か
ぎ
り
露
骨
な
感
じ
で
演
じ
ら
れ
る
。 

 

耳
障
り
な
雑
音
。
天
使
達
の
雑
談
。
シ
ン
バ
ル
が
ジ
ャ
ー
ン
と
鳴
る
。 

 

神 
 
 
 
 
 
 
 

は
い
、
は
い
。
お
静
か
に
、
天
使
た
ち
。
グ
レ
ー
ト
フ
ル
・
デ
ッ
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
じ
ゃ
あ
な
い
の
だ
か
ら
。 

天
使
１ 

 
 
 
 
 

神
様
、
ジ
ョ
ー
ク
を
聞
き
た
い
で
す
か
？
青
い
天
使
の
ジ
ョ
ー
ク
を
。 

神 
 
 
 
 
 
 
 

も
ち
ろ
ん
。 

天
使
１ 

 
 
 
 
 

青
い
天
使
が
魚
の
頭
を
食
べ
て
い
ま
す
、
鯉
で
す
。
赤
い
天
使
が
、
そ
れ
を
見
て
い
ま
す
。
羨
ま
し
そ
う
に
。
と
う
と
う

赤
い
天
使
は
言
い
ま
し
た
。
「
青
い
天
使
は
す
ご
く
賢
い
っ
て
聞
い
た
け
れ
ど
、
何
故
な
の
。
」
青
い
天
使
は
答
え
ま
す
。

「
そ
れ
は
ね
、
僕
た
ち
は
魚
の
頭
を
た
べ
て
い
る
か
ら
だ
よ
、
も
ち
ろ
ん
。
僕
、
も
う
ひ
と
つ
持
っ
て
る
ん
だ
。
（
新
聞

紙
で
包
ん
だ
も
の
を
ひ
と
つ
取
り
だ
す
）こ
れ
、
十
八
コ
ペ
イ
カ
で
君
に
売
る
よ
、
僕
の
赤
い
友
達
。
」
赤
い
天
使
は
十
八
コ
ペ
イ

カ
を
払
い
、
鯉
の
頭
を
手
に
い
れ
て
、
そ
れ
を
食
べ
ま
す
。
そ
の
瞬
間
、
魚
商
人
が
通
り
か
か
り
ま
す
「
鯉
一
尾
、
五
コ

ペ
イ
カ
」
の
看
板
と
一
緒
に
。
赤
い
天
使
は
、
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
青
い
天
使
を
非
難
し
ま
す
。
「
君
は
十
八
コ
ペ
イ
カ

で
魚
の
頭
を
僕
に
売
っ
た
け
ど
、
ま
る
ま
る
一
匹
が
五
コ
ペ
イ
カ
で
買
え
る
じ
ゃ
な
い
か
！
」
青
い
天
使
は
言
い
ま
す
。 
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「
ほ
ー
ら
、
君
は
、
も
う
前
よ
り
賢
く
な
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
」 

他
の
天
使
た
ち  

ブ
ー
ッ
…
。
い
い
ね
！
…
。
面
白
い
、
よ
ね
…
。
ね
え
、
教
え
て
。
そ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
の
ジ
ョ
ー
ク
な
の
？ 

神 
 
 
 
 
 

や
め
！
や
め
！
（
ゆ
っ
く
り
と
）
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
あ
る
実
験
の
た
め
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
よ
（
強
調
し
て
）
民
主
主
義
の
実

験
に
。 

他
の
天
使
達 

 
（
ば
ら
ば
ら
に
）ᴾ

わ
れ
わ
れ
は
貴
方
様
と
共
に
お
り
ま
す
よ
、
神
様
、
ベ
イ
ビ
ー
…
。
い
い
ぞ
、
神
様
、
続
け
て
…
。
こ
の
方
の

話
を
聴
き
な
さ
い
…
。 

天
使
１ 

 
 
 

私
た
ち
は
満
場
一
致
で
民
主
主
義
を
支
持
し
て
お
り
ま
す
。
（
あ
た
り
一
面
に
歓
声
が
あ
が
る
） 

神 
 
 
 
 
 

わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
…
（
彼
は
言
い
よ
ど
み
、
思
い
出
せ
ず
に
「え
へ
ん
」や
「え
ー
っ
と
」と
口
に
だ
す
）
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し

て
い
る
問
題
っ
て
何
だ
っ
け
？ 

天
使
１ 

 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
人
間
、
つ
ま
り
マ
ン
、
を
創
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
マ
ン
の
Ｍ
は
大
文
字
で
す
、
神
様
。
つ
ま
り
で
す
ね
、
貴
方
様

が
人
を
創
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
て
、
貴
方
様
は
物
作
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
す
べ
て
に
係
っ
て
い
る
方
で
す
か
ら
ね
。 

神 
 
 
 
 
 

そ
う
、
間
違
い
な
く
そ
の
通
り
。
（
大
声
で
）わ
れ
わ
れ
は
人
間
を
創
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
（
脇
を
向
い
て
、
観
客
に
話
す
）
取
る
に
足

り
な
い
問
題
で
民
主
主
義
を
試
し
て
み
る
の
は
い
い
考
え
だ
。
つ
ま
り
…
私
た
ち
は
ケ
シ
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
（
手
を

た
た
く
）
。
あ
の
植
物
（
手
を
た
た
く
）
、
種
が
つ
い
て
い
る
…
ね
。
（
再
び
大
声
で
。
尊
大
に
）
そ
う
、
男
そ
し
て
女
。
４
人
の
意
見

を
き
か
せ
て
も
ら
お
う
。 

愛
＝
天
使
２ 

 

（
彼
女
／
彼
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
見
せ
な
が
ら
。
そ
う
す
れ
ば
、
何
者
か
が
一
目
瞭
然
な
の
で
）
私
は
賛
成
で
す
、
創
り
ま
し
ょ
う
。
男
と
女

は
愛
の
行
為
を
な
す
で
し
ょ
う
か
ら
。 

他
の
天
使
達 

 

（
声
を
そ
ろ
え
ず
）
彼
女
、
「
彼
」
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
、
気
付
い
た
？
う
う
う
う
…
…
ブ
ロ
ン
デ
ィ
の
慈
悲
深
さ
、
い
つ
も
そ

う
な
の
だ
…
愛
、
う
ぇ
っ
。
関
係
な
い
ね
。 

神 
 
 
 
 
 

わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
仕
事
に
も
ど
り
な
さ
い
。
（
彼
は
真
実
に
手
で
合
図
を
送
る
） 

真
実
＝
天
使
１ 

（
仰
々
し
い
態
度
で
彼
／
彼
女
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
指
さ
し
て
）わ
た
く
し
、
真
実
の
天
使
は
反
対
に
票
を
入
れ
ま
す
。
男
は
嘘
の
塊
で 
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す
。
女
も
。
人
間
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
む
か
つ
い
た
だ
け
で
、
す
ぐ
作
り
話
を
は
じ
め
ま
す
。
ば
れ
ず
に
や
り
お
お 

せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
間
は
何
だ
っ
て
試
す
で
し
ょ
う
。 

他
の
天
使
達 

 

（
声
を
そ
ろ
え
ず
）だ
か
ら
、
誰
が
本
物
？
…
人
は
話
し
相
手
に
は
い
い
も
ん
だ
よ
…
み
ん
な
が
み
ん
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
生
み
出

す
力
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
…
… 

神 
 
 
 
 
 

静
か
に
、
し
も
べ
た
ち
よ
。
同
僚
へ
の
敬
意
を
し
め
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。 

天
使
１ 

 
 
 

異
議
あ
り
、
神
様
。 

神 
 
 
 
 
 

何
だ
ね
、
我
が
子
よ
。 

天
使
１ 

 
 
 

閣
下
、
は
ば
か
り
な
が
ら
。
愛
、
真
実
、
美
…
こ
ん
な
も
の
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
ガ
ラ
ク
タ
で
す
。
う
ぇ
ー
っ
。
（
口
を
覆
う
）

ち
ょ
う
ど
今
、
出
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
（
神
は
、
そ
れ
は
オ
ー
ケ
ー
と
頷
く
）
昔
の
国
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
「
愛
」「
真
実
」「
平
和
」

は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
貴
方
様
が
宗
教
の
純
粋
さ
を
復
活
さ
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
…
… 

神 
 
 
 
 
 

（
遮
っ
て
）黙
り
な
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
近
代
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
続
け
て
…
（
彼
は
シ
ガ
ー
で
残
り
の
「天
使
た
ち
（
性
）」
に
合

図
を
送
る
）
君
た
ち
が
好
き
だ
よ
。
話
の
長
い
弁
護
士
た
ち
の
よ
う
で
は
な
く
、
手
短
か
だ
か
ら
ね
。 

正
義
＝
天
使
３ 

わ
た
く
し
、
正
義
の
天
使
は
、
イ
エ
ス
で
す
、
人
を
創
り
だ
し
ま
し
ょ
う
、
人
は
善
行
を
行
い
ま
す
か
ら
。 

他
の
天
使
達 

 

（
声
を
そ
ろ
え
ず
）
そ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
善
行
の
た
め
に
い
る
…
だ
け
ど
、
そ
の
た
め
に
人
間
が
必
要
な
の
か
な
、
善
行
っ
て
わ
れ

わ
れ
の
仕
事
じ
ゃ
あ
な
い
の
か
？
…
人
間
が
善
行
？
そ
れ
っ
て
見
込
み
薄
… 

平
和
＝
天
使
４ 

端
的
に
。
ダ
メ
で
す
。
人
間
は
争
い
の
塊
で
す
。
人
間
は
戦
争
を
生
み
出
し
ま
す
。
人
間
は
虐
殺
を
す
る
で
し
ょ
う
。 

他
の
天
使
達 
 

（
バ
ラ
バ
ラ
に
）
そ
れ
、
経
済
的
だ
よ
ね
…
平
和
の
天
使
は
正
し
い
…
。
別
の
デ
ザ
イ
ン
を
試
す
事
は
で
き
ま
す
か
？
… 

神 
 
 
 
 
 

（
彼
は
指
で
数
え
る
―
２
対
２
）な
ん
て
こ
と
だ
…
（
彼
は
頭
を
抱
え
込
む
）
み
ん
な
で
物
事
を
決
め
さ
せ
る
と
こ
う
な
る
ん
だ
。 

（
神
は
考
え
、
そ
し
て
厳
然
た
る
力
で
、
真
実
の
天
使
を
掴
み
、
そ
れ
を
地
面
に
叩
き
付
け
る
。
煙
、
ガ
ラ
ス
の
砕
け
散
る
騒
音
。
真
実
は
何ᴾ

千
も
の
ギ
ザ
ギ
ザ
の
破
片
に
砕
か
れ
た
。
破
片
は
束
の
間
輝
き
、
殻
が
各
々
の
破
片
の
ま
わ
り
を
さ
っ
と
輝
か
せ
、
そ
し
て
視
界
か
ら
消
え
る
）ᴾ

（
ど
よ
め
き
、
大
混
乱
。
天
使
た
ち
は
面
食
ら
い
、
そ
し
て
興
奮
し
た
）ᴾ
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天
使
２ 

 
 
 

オ
ー
マ
イ
ガ
ッ
！ 

神 
 
 
 
 
 

は
い
？ 

天
使
３ 

 
 
 

こ
の
破
片
を
見
て
。 

天
使
４ 

 
 
 

何
千
も
の
…
… 

天
使
３ 

 
 
 

ギ
ザ
ギ
ザ
。 

天
使
２ 

 
 
 

輝
い
て
い
る
。
で
も
、
待
っ
て
…
… 

天
使
３ 

 
 
 

破
片
の
周
り
で
何
か
が
育
っ
て
い
る
。 

天
使
４ 

 
 
 

破
片
を
包
ん
で
い
る
。 

天
使
２ 

 
 
 

殻
だ
。
殻
が
破
片
の
周
り
で
育
っ
て
い
る
。 

天
使
３ 

 
 
 

あ
あ
、
全
能
の
神
よ
。
何
故
、
貴
方
様
の
象
徴
で
あ
る
真
実
の
天
使
を
壊
さ
れ
た
の
で
す
か
？  

神 
 
 
 
 
 

「
真
実
は
地
面
か
ら
生
え
る
」
と
、
か
つ
て
私
は
言
っ
た
。
（
困
惑
し
て
い
る
天
使
た
ち
に
）
詩
編
八
五
の
十
一
だ
よ
、
子
供
ら
よ
。

選
挙
は
終
わ
っ
た
。
フ
ィ
ニ
ー
ト
。
こ
れ
で
２
対
１
だ
。
地
上
に
男
と
女
を
存
在
さ
せ
よ
う
。
そ
し
て
…
か
れ
ら
に
真
実
を
探

さ
せ
よ
う
。 

（
神
の
言
葉
が
浸
透
す
る
シ
ン
バ
ル
、
ド
ラ
ム
、
ラ
イ
ト
）ᴾ

神 
 
 
 
 
 

サ
タ
ン
に
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
り
な
さ
い
。 

（
舞
台
係
が
、
殻
を
集
め
る
た
め
に
突
入
す
る
、
観
客
の
目
の
前
で
）ᴾ

ᴾ
シ
ー
ン
終
了 

  

シ
ー
ン
２ 

 

一
九
九
二
年
の
プ
レ
ス
ナ
ー
家
、
一
九
四
三
年
の
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
の
屋
根
裏
に
移
る
。
フ
リ
ー
ダ
と
エ
ミ
ー
ル
。
屋
根
裏
に
は
四
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九
歳
若
い
フ
リ
ー
ダ
と
エ
ミ
ー
ル
が
い
る
。
ミ
ロ
ス
ワ
フ
・
オ
レ
ス
コ
の
頭
部
と
身
体
は
現
れ
る
が
、
話
す
こ
と
は
し
な
い
。 

 

フ
リ
ー
ダ
は
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
が
楽
な
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
時
折
う
め
き
声
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

エ
ミ
ー
ル 

 
母
さ
ん
、
大
丈
夫
？ 

フ
リ
ー
ダ 

 

骨
が
痛
い
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

タ
イ
レ
ノ
ー
ル
持
っ
て
こ
よ
う
か
？ 

フ
リ
ー
ダ 

 

い
い
よ
、
役
に
立
た
な
い
か
ら
。
（
少
し
の
間
、
沈
黙
）
あ
の
時
代
に
タ
イ
レ
ノ
ー
ル
な
ん
て
な
か
っ
た
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

（
考
え
て
）戦
争
中
の
こ
と
？ 

フ
リ
ー
ダ 

 

一
九
四
三
年
よ
。
私
た
ち
に
は
な
ん
に
も
無
か
っ
た
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
半
分
。
覚
え
て
な
い
？ 

エ
ミ
ー
ル 

 

僕
は
六
歳
だ
っ
た
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

あ
そ
こ
に
移
っ
た
時
は
五
歳
で
、
出
た
時
は
六
歳
だ
っ
た
。
父
さ
ん
と
一
緒
に
移
っ
た
け
ど
、
そ
の
あ
と
で
、
奴
ら
が
父
さ
ん
を

殺
し
た
。
あ
あ
。
（
う
め
き
声
を
あ
げ
る
） 

エ
ミ
ー
ル 

 

母
さ
ん
、
休
ん
で
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

な
ん
に
も
な
か
っ
た
。
お
前
の
た
め
の
お
肉
も
な
か
っ
た
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

僕
は
大
丈
夫
だ
っ
た
よ
。
冷
た
い
ボ
ル
シ
チ
を
覚
え
て
る
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

少
し
だ
け
骨
が
入
っ
て
い
た
わ
ね
。 

エ
ミ
ー
ル 
 

あ
の
時
は
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
オ
レ
ス
コ
だ
っ
て
、
自
分
の
家
族
用
に
は
何
も
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
（
間
）
あ
れ
は

お
い
し
か
っ
た
よ
、
母
さ
ん
。
ま
あ
、
今
、
母
さ
ん
が
作
る
ボ
ル
シ
チ
の
方
が
美
味
し
い
け
ど
ね
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

（
息
子
の
言
葉
を
聴
い
て
お
ら
ず
）な
ん
に
も
無
か
っ
た
。
兄
さ
ん
の
た
め
の
薬
も
。 
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フ
リ
ー
ダ
は
寝
返
り
を
打
つ
。
徐
々
に
落
ち
着
い
て
く
る
。
エ
ミ
ー
ル
は
母
に
毛
布
を
か
け
、
ぽ
ん
ぽ
ん
と
手
の
ひ
ら
で
軽
く
た

た
き
、
静
か
に
部
屋
を
出
る
。 

 

照
明
が
暗
く
な
り
一
九
四
三
年
の
屋
根
裏
に
変
わ
る
。
屋
根
裏
で
若
い
頃
の
フ
リ
ー
ダ
が
眠
っ
て
い
る
。
後
ろ
に
は
、
た
ぶ
ん
男

の
人
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
姿
が
あ
り
、
前
に
は
小
さ
な
男
の
子
、
幼
い
エ
ミ
ー
ル
が
い
る
。 

演
技
は
静
寂
の
中
で
行
わ
れ
る
。
秘
密
の
扉
が
、
背
後
か
ら
の
強
い
光
と
と
も
に
開
く
。
男
の
頭
が
現
れ
る
。
フ
リ
ー
ダ
は
飛
び

上
が
る
。
エ
ミ
ー
ル
が
身
動
き
し
て
立
ち
上
が
る
。
フ
リ
ー
ダ
は
待
っ
て
く
れ
と
男
に
合
図
を
送
り
、
エ
ミ
ー
ル
を
平
手
で
ぽ
ん

ぽ
ん
と
軽
く
叩
く
。
エ
ミ
ー
ル
は
落
ち
着
く
。
男
は
も
う
少
し
上
が
る
が
、
屋
根
裏
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。
手
桶
を
持
ち
上
げ
る
。

フ
リ
ー
ダ
は
受
け
取
る
。
（
背
後
か
ら
の
照
明
は
フ
リ
ー
ダ
に
あ
た
る
）
フ
リ
ー
ダ
は
明
ら
か
に
酷
い
臭
い
の
す
る
別
の
手
桶
を
男
に
手

渡
す
。
男
は
下
に
降
り
て
い
く
。
フ
リ
ー
ダ
は
見
送
る
。
男
は
水
が
は
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
瓶
を
ふ
た
つ
持
っ
て
戻
っ
て
来

て
、
そ
れ
か
ら
覆
い
が
か
か
っ
た
ポ
ッ
ト
を
持
っ
て
く
る
。
最
後
に
新
聞
を
持
っ
て
き
て
、
何
か
言
う
。
フ
リ
ー
ダ
は
微
笑
み
、

静
か
に
語
る
。
エ
ミ
ー
ル
が
起
き
る
。
ハ
ッ
チ
が
閉
じ
ら
れ
る
。 

フ
リ
ー
ダ
は
エ
ミ
ー
ル
を
寝
か
せ
、
毛
布
を
か
け
て
、
ぽ
ん
ぽ
ん
と
叩
き
、
横
に
な
る
。 

 

シ
ー
ン
終
了 

 

シ
ー
ン
３ 

 

一
九
九
二
年
の
プ
レ
ス
ナ
ー
家
、
夕
食
後
の
一
家
。
フ
リ
ー
ダ
、
エ
ミ
ー
ル
、
テ
イ
マ
ー
、
ダ
ニ
ー
、
ヘ
ザ
ー
。
幾
人
か
は
紅
茶 

を
、
そ
の
他
は
水
を
飲
ん
で
い
る
。
幾
人
か
は
座
っ
て
お
り
、
幾
人
か
は
立
っ
て
い
る
。 

フ
リ
ー
ダ
は
角
砂
糖
に
お
茶
を
浸
し
て
飲
も
う
と
試
み
て
い
る
が
、
砂
糖
は
溶
け
て
し
ま
う
。
し
か
め
っ
面
を
し
て
他
の
角
砂
糖
を
取
る
。
イ
ラ 

イ
ラ
し
て
ボ
ウ
ル
を
押
し
や
る
。
そ
の
他
の
家
族
は
微
笑
み
な
が
ら
フ
リ
ー
ダ
を
見
て
い
る
。 
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ダ
ニ
ー 

 
 

パ
パ
、
あ
の
手
紙
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
切
手
、
も
ら
っ
て
い
い
？ 

エ
ミ
ー
ル 

 

（
驚
い
て
）ど
の
手
紙
だ
い
？
ダ
ニ
ー
。 

ダ
ニ
ー 

 
 

書
斎
に
あ
る
や
つ
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

ど
う
や
っ
て
手
紙
を
見
つ
け
た
？ 

テ
イ
マ
ー 

 
何
の
手
紙
？ 

ダ
ニ
ー 

 
 

辞
書
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
パ
パ
の
辞
書
を
借
り
よ
う
と
思
っ
て
（
舞
台
外
の
書
斎
を
指
差
し
て
）
入
っ
た
ん
だ
。
辞
書
の
下

に
手
紙
が
あ
っ
た
。 

ヘ
ザ
ー 

 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
？ 

ダ
ニ
ー 

 
 

そ
う
。
切
手
に
気
が
付
い
た
ん
だ
。
女
の
子
が
印
刷
さ
れ
て
る
や
つ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
も
う
一
回
独
立
し
て
か
ら
出
た
最
初
の
切

手
。
な
ん
か
し
ら
の
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。 

テ
イ
マ
ー 

 

ど
う
い
う
手
紙
な
の
？
エ
ミ
ー
ル
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

（
居
心
地
悪
く
、
席
を
立
っ
て
）
取
っ
て
く
る
。 

（
先
に
ダ
ニ
ー
が
指
し
示
し
た
方
向
に
立
ち
去
る
）ᴾ

ヘ
ザ
ー 

 
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
出
身
地
だ
よ
ね
？ 

フ
リ
ー
ダ 

 

ひ
と
ご
ろ
し
ど
も
。 

（
み
ん
な
は
フ
リ
ー
ダ
を
見
る
が
、
長
い
時
間
で
は
な
い
。
た
ぶ
ん
み
ん
な
は
以
前
も
そ
の
セ
リ
フ
を
聞
い
て
い
る
） 

テ
イ
マ
ー 

 

ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
と
思
っ
て
た
わ
。 

フ
リ
ー
ダ 
 

最
初
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
で
、
そ
れ
か
ら
エ
ミ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
時
分
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
。
そ
し
て
ロ
シ
ア

が
ぶ
ん
ど
っ
て
、
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
さ
せ
た
い
よ
う
に
す
る
が
い
い
。 

（
エ
ミ
ー
ル
が
手
に
手
紙
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
）ᴾ

エ
ミ
ー
ル 

 

ほ
ら
。
（
手
紙
を
テ
イ
マ
ー
に
渡
す
） 
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テ
イ
マ
ー 

 

（
手
紙
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
開
封
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
）
読
め
な
い
わ
。 

ヘ
ザ
ー 

 
 

（
手
紙
を
受
け
取
っ
て
）こ
れ
、
ロ
シ
ア
語
じ
ゃ
な
い
？ 

エ
ミ
ー
ル 

 

い
い
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
だ
。 

テ
イ
マ
ー 

 

（
手
紙
を
再
び
受
け
取
っ
て
）
あ
て
先
は
英
語
だ
わ
。
フ
リ
ー
ダ
宛
よ
。 

（
エ
ミ
ー
ル
を
見
て
、
何
か
言
お
う
と
す
るᴾ

（
「ど
う
し
て
あ
な
た
は
…
…
」）が
、
気
持
ち
を
変
え
る
）
い
つ
届
い
た
の
？
エ
ミ
ー
ル
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

（
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
）え
え
と
、
先
週
か
な
。 

テ
イ
マ
ー 

 

で
、
ど
う
し
て
お
母
さ
ん
に
渡
さ
な
か
っ
た
の
？ 

エ
ミ
ー
ル 

 

母
さ
ん
に
は
読
め
な
い
か
ら
。 

テ
イ
マ
ー 

 

あ
な
た
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
読
め
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
っ
た
い
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

（
そ
れ
ま
で
静
か
に
会
話
を
聞
い
て
い
て
）
エ
ミ
ー
ル
の
言
う
と
お
り
よ
。
私
は
目
が
よ
く
見
え
な
い
。 

ダ
ニ
ー 

 
 

見
え
る
よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
僕
が
冷
蔵
庫
か
ら
棒
つ
き
ア
イ
ス
を
取
る
の
も
見
た
も
ん
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

少
し
は
見
え
る
わ
。
い
ま
い
ま
し
い
、
こ
の
黄
斑
は
。
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
イ
ン
ク
ワ
イ
ラ
ー
』
新
聞
は
読
め
な
い
よ
。 

テ
イ
マ
ー 

 

あ
な
た
が
お
母
さ
ん
に
読
ん
で
あ
げ
れ
ば
良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
、
エ
ミ
ー
ル
。 

ヘ
ザ
ー 

 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
読
め
る
の
？
パ
パ
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

あ
あ
。
わ
か
る
よ
。
だ
い
た
い
は
ね
。
む
か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
知
っ
て
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
僕
ら
の
ま
わ
り
に
い
た
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
暮
ら
し
て
い
た
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

ひ
と
ご
ろ
し
ど
も
。 

エ
ミ
ー
ル 
 

で
も
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
読
み
始
め
る
）「
シ
ャ
ノ
ー
ヴ
ナ 

パ
ー
ニ 

フ
リ
ー
ジ
ェ
…
…
」
昔
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
文
体
だ
。「
親

愛
な
る
フ
リ
ー
ダ
…
…
」 

フ
リ
ー
ダ 

 

エ
ミ
ー
ル
、
誰
か
ら
な
の
？ 

エ
ミ
ー
ル 

 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
（
最
後
の
署
名
を
見
る
た
め
に
手
紙
を
め
く
る
）
ア
ー
ラ
・
オ
レ
ス
コ
っ
て
書
い
て
い
る
。 
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フ
リ
ー
ダ 

 

オ
レ
ス
コ
。
フ
リ
ー
ヴ
ニ
ウ
か
ら
。 

ダ
ニ
ー 

 
 

そ
の
人
を
知
っ
て
い
る
の
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

知
っ
て
い
る
か
っ
て
？
オ
レ
ス
コ
は
一
九
四
三
年
か
ら
四
四
年
に
私
た
ち
を
匿
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
よ
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

オ
レ
ス
コ
さ
ん
と
奥
さ
ん
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
娘
さ
ん
か
ら
の
手
紙
だ
よ
。 

ヘ
ザ
ー 

 
 

匿
っ
た
っ
て
？
ど
こ
に
？ 

フ
リ
ー
ダ 

 

別
に
い
い
の
よ
。
あ
の
人
た
ち
に
は
お
金
を
払
っ
て
い
た
し
。
（
顔
を
そ
む
け
て
）
疲
れ
た
わ
。
エ
ミ
ー
ル
、
手
紙
に
何
が
書
い
て
い

た
か
は
後
で
教
え
て
…
…
（
片
足
を
引
き
ず
る
） 

エ
ミ
ー
ル 

 

そ
う
す
る
よ
、
母
さ
ん
。 

ヘ
ザ
ー 

 
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
の
こ
と
に
つ
い
て
絶
対
喋
り
た
が
ら
な
い
の
よ
ね
。
私
、
学
校
で
課
題
が
あ
る
の
よ
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
ス
ト

に
つ
い
て
の
…
… 

エ
ミ
ー
ル 

 

誰
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
責
め
ら
れ
な
い
、
ヘ
ザ
ー
。
父
親
も
、
夫
も
、
妹
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
そ
っ
と
し
て
お
い
て
あ
げ

よ
う
。 

シ
ー
ン
終
了 

 

シ
ー
ン
４ 

 

一
九
九
二
／
一
九
四
三
年
。
子
供
の
エ
ミ
ー
ル
と
大
人
の
エ
ミ
ー
ル
。
子
供
の
エ
ミ
ー
ル
は
屋
根
裏
に
。
大
人
の
エ
ミ
ー
ル
の
語 

り
か
ら
始
ま
り
、
子
供
の
エ
ミ
ー
ル
に
シ
フ
ト
し
、
再
び
大
人
の
エ
ミ
ー
ル
に
戻
っ
て
い
く
。
移
行
時
に
は
台
詞
は
二
人
が
一
緒
に
語
る
。 

 

大
人
の
エ
ミ
ー
ル 

 

屋
根
裏
で
、
僕
は
子
供
達
が
校
舎
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
爪
先
立
っ
て
窓
に
忍
び
寄
っ
た
。

僕
は
子
供
達
が
遊
ぶ
の
を
見
て
い
た
…
… 

 

子
供
の
エ
ミ
ー
ル 

 

…
…
で
も
、
あ
の
子
た
ち
は
い
つ
も
窓
枠
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

あ
の
木
…
…
（
窓
の
）
薄
板
…
…
母
さ
ん
は
そ
う
呼
ん
で
い
た
…
…
の
せ
い
で
僕
に
は
全
部
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ



 

15 
 

た
。
子
供
た
ち
が
パ
ー
ヴ
ェ
ウ
の
名
前
を
呼
ん
だ
の
が
聞
こ
え
た
。
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
男
の
子
だ
。
で
も
、
ボ
ー
ル
が
ど

こ
ま
で
行
っ
た
の
か
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
僕
は
動
い
て
、
動
い
て
、
ひ
と
つ
の
薄
板
か
ら
別
の
薄
板
へ
と
移
っ

て
、
外
の
世
界
を
見
よ
う
と
が
ん
ば
っ
た
。
（
身
振
り
で
そ
れ
を
表
す
） 

 

昨
日
、
オ
レ
ス
コ
先
生
の
奥
さ
ん
が
か
ご
を
持
っ
て
左
に
行
く
の
を
見
た
。
奥
さ
ん
が
卵
と
一
緒
に
戻
っ
て
く
る
の
を
見

た
。
卵
の
に
お
い
が
し
た
。
た
ぶ
ん
、
二
個
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
一
度
、
太
っ
た
ガ
チ
ョ
ウ
を
見
た
。
囲
い
か
ら
逃
げ
た

ん
だ
。
虐
殺
か
ら
救
わ
れ
た
、
と
思
っ
た
。
一
度
、
ア
ー
ラ
を
み
た
。
素
敵
な
ベ
ス
ト
を
着
て
い
た
。
ど
う
し
て
お
洒
落

し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？ 

僕
に
は
空
が
見
え
な
い
。
薄
板
は
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
て
、
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
校
の
裏
の
土
地
を
見
た
。
離

れ
家
、
い
っ
つ
も
同
じ
場
所
。
た
だ
、
雪
が
泥
に
変
わ
り
、
草
に
変
わ
り
、
そ
し
て
雪
に
変
わ
っ
た
だ
け
。 

大
人
の
エ
ミ
ー
ル 

 

（
ほ
と
ん
ど
懐
か
し
そ
う
に
）
僕
ら
が
下
の
物
置
に
移
っ
た
時
に
は
、
も
う
子
供
た
ち
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

シ
ー
ン
終
了 

 

シ
ー
ン
５ 

 

一
九
九
二
年
の
プ
レ
ス
ナ
ー
家
。
翌
日
。
夕
食
後
の
一
家
。
フ
リ
ー
ダ
、 

エ
ミ
ー
ル
、 

テ
イ
マ
ー
、 

ダ
ニ
ー
、 

ヘ
ザ
ー
。
会

話
の
途
中
か
ら
シ
ー
ン
が
始
ま
る
。 

 

テ
イ
マ
ー 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
今
、
自
分
の
国
を
持
っ
た
の
ね
。 

フ
リ
ー
ダ 
 

持
て
る
で
し
ょ
う
よ
。
あ
い
つ
ら
は
ド
イ
ツ
人
が
私
た
ち
を
殺
す
の
を
手
伝
っ
た
ん
だ
か
ら
。 

エ
ミ
ー
ル 

 

そ
し
て
、
僕
ら
を
救
っ
て
く
れ
た
。
一
人
は
ね
。 

ダ
ニ
ー 

 
 

手
紙
を
書
い
た
人
だ
ね
、
そ
う
で
し
ょ
う
？
そ
の
人
た
ち
を
知
っ
て
る
の
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。 

フ
リ
ー
ダ 

 

も
ち
ろ
ん
、
知
っ
て
る
わ
。
小
包
を
送
っ
て
い
る
も
の
。 
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日
本
の
み
な
さ
ま
へ 

  

川
島
慶
子
氏
が
私
の
戯
曲
『
こ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
』
を
翻
訳
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
戯
曲
は
化
学
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
悲
惨
な
時
代
に
、
人
々
が
善
と
悪
と
の
間
で
選
ぶ
べ
き
選
択
を
扱

っ
た
物
語
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
私
自
身
の
物
語
で
も
あ
り
ま
す
。
い
や
、
む
し
ろ
、
傑
出
し
た
一
人
の
女
性
、
私
の
母
の
物
語
だ

と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
母
の
強
さ
こ
そ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
中
で
、
母
の
兄
と
私
と
を
救
っ
て
く
れ
た
の

で
す
か
ら
―
母
は
長
い
人
生
を
生
き
て
、
二
〇
〇
五
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
は
良
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち

の
物
語
で
も
あ
る
の
で
す
―
残
念
な
が
ら
、
当
時
の
彼
ら
の
同
胞
の
多
く
は
、
ひ
ど
い
ふ
る
ま
い
を
し
て
い
た
の
で
ず
が
。
こ
れ
ら

良
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
た
ち
は
、
命
の
危
険
を
冒
し
て
、
或
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
家
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
に
、
た
っ
た
六
歳
の
男
の
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
子
が
こ
う
し
て
一
人
前
の
化
学
者
に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
少
年
は
ま
た
、
ド
ナ
ル
ド㺃

キ
ー
ン
に
よ
っ
て
日
本
文
学
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
た
人
間
で
も
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
い
ま
だ
化
学

の
範
疇
に
あ
る
、
量
子
化
学
に
お
い
て
解
き
明
か
さ
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
福
井
謙
一
と
共
有
し
て
い
る
化
学
者
で
も
あ
る
の
で
す
。 

  

ロ
ア
ル
ド㺃

ホ
フ
マ
ン 

 


